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３面

５面

７～９面

日
本
包
装
機
械
工
業
会
は

１２
月
５
日
、
静
岡
県
熱
海
市

の
小
嵐
亭
で
第
３
１
９
回
理

事
会
を
開
催
、
第
５
代
会
長

に
大
森
利
夫
副
会
長
（
大
森

機
械
工
業
代
表
取
締
役
社
長

兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
を
選
任
し
た
。

生
田
芳
規
会
長
の
死
去
に
伴

う
措
置
で
、
役
員
や
理
事
の

補
充
な
ど
最
終
的
な
新
体
制

は
来
年
５
月
の
総
会
で
決
定

す
る
予
定
。

●
大
森
利
夫
会
長

１
９
５
０
年
２
月
１２
日
生

ま
れ
の
６３
歳
。
日
本
大
学
生

産
工
学
部
機
械
工
学
科
卒
。

�
年
、
米
国
・
ウ
ェ
ル
ド
ト

ロ
ン
社
に
入
社
。
そ
の
後
、

�
年
～
�
年
ク
リ
ク
ロ
ッ
ク

社
（
米
国
）
、
�
～
�
年
ク

リ
ク
ロ
ッ
ク
・
ジ
ャ
パ
ン
を

経
て
、
�
年
に
大
森
機
械
工

業
に
入
社
。
�
年
常
務
取
締

役
、
�
年
取
締
役
副
社
長
、

�
年
代
表
取
締
役
副
社
長
、

�
年
代
表
取
締
役
社
長
兼
Ｃ

Ｅ
Ｏ
に
就
任
。
�
年
、
第
２９

回
優
秀
経
営
者
顕
彰
（
主
催

・
日
刊
工
業
新
聞
社
）
「
優

秀
経
営
者
賞
」
を
受
賞
。

情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

産
業
協
会
（
Ｃ
Ｉ
Ａ
Ｊ
）
、

ビ
ジ
ネ
ス
機
械
・
情
報
シ
ス

テ
ム
産
業
協
会
（
Ｊ
Ｂ
Ｍ
Ｉ

Ａ
）
、
日
本
電
機
工
業
会
（
Ｊ

Ｅ
Ｍ
Ａ
）
、
電
子
情
報
技
術

産
業
協
会
（
Ｊ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ａ
）

の
電
機
・
電
子
４
団
体
は
１２

月
４
日
、
東
京
・
千
代
田
区

の
連
合
会
館
で
、「R

o
H
S

指

令

適
用
除
外
勉
強
会
」
を

開
催
。R

o
H
S

２
の
要
求
事

項
や
、
概
要
お
よ
び
適
用
除

外
見
直
し
の
動
向
に
つ
い
て

専
門
家
の
意
見
を
聞
い
た
。

勉
強
会
で
は
、
山
浦
崇
氏

（
経
済
産
業
省
商
務
情
報
政

策
局
情
報
通
信
機
器
課
環
境

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
室
長
補

佐
）
が
、
「
近
年
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
で
は
、
有
害
物
質
に
よ

る
人
体
や
環
境
へ
の
影
響
を

最
小
限
に
留
め
る
観
点
（R

o
H
S

指
令
前
文
）
に
加
え
、

廃
棄
物
処
分
場
の
狭
隘
（
き

ょ
う
あ
い
）
対
策
、
資
源
の

有
効
活
用
等
の
観
点
か
ら
、

環
境
関
連
の
ル
ー
ル
作
り
が

活
発
化
し
て
い
る
」
と
現
況

を
紹
介
。
こ
の
流
れ
は
他
の

国
や
地
域
に
も
波
及
し
て
お

り
、
そ
れ
に
伴
い
、
「
例
え

ば
欧
州R

o
H
S

の
条
文
、
制

限
対
象
物
質
の
範
囲
、
閾
値

（
い
き
ち
）
が
参
考
と
さ
れ

る
例
が
散
見
さ
れ
る
」
と
語

っ
た
。
欧
州
市
場
と
の
取
引

が
無
い
企
業
に
つ
い
て
も
、

「
将
来
、
欧
州R

o
H
S

の
内

容
に
翻
弄
（
ほ
ん
ろ
う
）
さ

れ
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
も

指
摘
し
た
。

改
正R

o
H
S

指
令
の
主
な

ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
①

Ｃ
Ｅ
マ
ー
キ
ン
グ
添
付
が
必

要
で
、
他
の
Ｃ
Ｅ
マ
ー
キ
ン

グ
の
よ
う
に
製
品
の
測
定
だ

け
で
は
技
術
文
書
作
成
が
困

難
②
適
用
範
囲
（
製
品
）
が

拡
大
さ
れ
、
新
た
に
カ
テ
ゴ

リ
ー
１１
が
追
加
。
包
装
機
械

や
食
品
加
工
機
械
等
も
対
象

と
な
り
、
２
０
１
９
年
７
月

２２
日
か
ら
適
用
開
始
と
な
る

③
適
用
除
外
項
目
の
更
新
プ

ロ
セ
ス
が
明
確
化
さ
れ
た
④

禁
止
物
質
追
加
が
容
易
化
さ

れ
、
禁
止
物
質
が
本
文
か
ら

附
属
書
Ⅱ
に
移
行
し
た
�
	

な
ど
を
挙
げ
た
。

宇
佐
美
亮
氏
（
電
機
・
電

子
４
団
体
欧
州
化
学
品
規
制

Ｗ
Ｇ
２
０
１
３
年
度
主
査
／

三
菱
電
機
環
境
推
進
本
部
）

は
、
「
適
用
除
外
の
最
長
有

効
期
限
が
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
も

よ
る
が
、
最
長
５
～
７
年
で
、

除
外
更
新
の
申
し
込
み
は
、

満
了
期
限
の
１８
カ
月
前
ま

で
」
と
説
明
。
欧
州
委
員
会

は
、
除
外
申
請
書
の
検
証
を

外
部
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
（
専

門
家
）
に
委
託
し
て
い
る
の

で
、「
延
長
理
由
を
説
得
で
き

る
だ
け
の
理
解
が
必
要
」
と

も
示
し
た
。R

o
H
S

指
令
は

欧
州
の
法
令
な
の
で
、
「
日

本
は
欧
州
と
歩
調
を
合
わ

せ
、
各
業
界
が
横
断
的
に
連

携
し
て
活
動
す
る
必
要
が
あ

る
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

R
o
H
S

指
令
は
、
電
気
・

電
子
機
器
に
お
け
る
特
定
有

害
物
資
の
使
用
制
限
に
関
す

る
指
令
の
こ
と
で
、
環
境
・

人
体
に
有
害
な
化
学
物
資
が

自
然
環
境
に
暴
露
さ
れ
な
い

よ
う
に
す
る
の
が
目
的
。
２

０
０
６
年
７
月
１
日
以
降
、

Ｅ
Ｕ
市
場
に
上
市
す
る
電
気

・
電
子
機
器
に
鉛
、
水
銀
、

カ
ド
ミ
ウ
ム
、
六
価
ク
ロ
ム
、

ポ
リ
臭
化
ビ
フ
ェ
ニ
ー
ル

（
Ｐ
Ｂ
Ｂ
）
、
ポ
リ
臭
化
ジ

フ
ェ
ニ
ル
エ
ー
テ
ル
（
Ｐ
Ｂ

Ｄ
Ｅ
）
の
６
物
質
の
使
用
を

原
則
禁
止
（
最
大
許
容
濃
度

が
決
め
ら
れ
て
い
る
）
と
し

た
。
２
０
１
１
年
７
月
１
日

に
改
正R

o
H
S

指
令
（2

0
1
1

/６
５
/
E
U

）
が
Ｅ
Ｕ
官
報
に

告
示
さ
れ
、
２
０
１
３
年
１

月
３
日
か
ら
新
指
令
に
基
づ

い
た
法
律
が
施
行
。
カ
テ
ゴ

リ
ー
１１
と
し
て
「
そ
の
他
の

電
気
電
子
機
器
」
が
追
加
さ

れ
、
包
装
機
械
や
食
品
加
工

機
械
等
も
対
象
と
な
っ
た

（
別
表
参
照
）
。
適
用
は
２

０
１
９
年
７
月
２２
日
か
ら
。

R
o
H
S

指
令
改
正
の
概
要

は
次
の
通
り
。

■
対
象
製
品
カ
テ
ゴ
リ
ー
の

追
加廃

電
気
電
子
機
器
指
令

（
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
指
令
）
に
適
用

さ
れ
て
い
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
８

（
医
療
用
機
器
）
と
カ
テ
ゴ

リ
ー
９
（
監
視
・
制
御
機
器
）

が
対
象
に
。
カ
テ
ゴ
リ
ー
１１

と
し
て
「
そ
の
他
の
電
気
電

子
機
器
」
も
対
象
と
な
っ
た
。

■
Ｃ
Ｅ
マ
ー
キ
ン
グ
の
貼
付

（R
o
H
S

指
令
対
応
）

機
械
指
令
・
低
電
圧
指
令

・
Ｅ
Ｍ
Ｃ
指
令
に
記
載
の
要

求
事
項
に
加
え
、
改
正R

o
H

S

指
令
に
規
定
の
整
合
規
格

（
Ｅ
Ｎ
規
格
）
を
満
た
さ
な

け
れ
ば
Ｃ
Ｅ
マ
ー
ク
を
貼
付

で
き
な
く
な
る
。
こ
の
整
合

規
格
は
官
報
（O

f
f
i
c
i
a
l

J
o
u
r
n
a
l
o
f
t
h
e
E
u
r
o

p
e
a
n
U
n
i
o
n

）
で
告
示
さ

れ
る
。

■
今
後
の
追
加
物
質
候
補
を

提
示制

限
対
象
６
物
質
（
鉛
、

水
銀
、
カ
ド
ミ
ウ
ム
、
六
価
ク

ロ
ム
、
ポ
リ
臭
化
ビ
フ
ェ
ニ

ー
ル
、
ポ
リ
臭
化
ジ
フ
ェ
ニ

ル
エ
ー
テ
ル
）
は
同
じ
だ
が
、

今
後
、
リ
ス
ク
評
価
す
る
物

質
と
し
て
４
物
質
を
提
示
。

■
適
用
除
外
項
目
の
追
加

全
カ
テ
ゴ
リ
ー
共
通
の
適

用
除
外
項
目
（
附
属
書
Ⅲ
）

に
加
え
、
新
た
に
追
加
さ
れ

た
医
療
用
機
器
（
カ
テ
ゴ
リ

ー
８
）
、
監
視
・
制
御
機
器

（
カ
テ
ゴ
リ
ー
９
）
の
適
用
除

外
項
目
（
附
属
書
Ⅳ
）
が
規
定

さ
れ
た
。「
そ
の
他
の
電
気
電

子
機
器
」（
カ
テ
ゴ
リ
ー
１１
）

で
は
、
輸
送
用
、
大
型
据
え
付

け
設
備
等
が
適
用
除
外
に
。

●
ポ
イ
ン
ト

包
装
機
械
も
こ
の
指
令
で

は
電
気
電
子
機
器
に
属
す

る
。
改
正R

o
H
S

指
令
が
対

象
と
す
る
電
気
電
子
機
器

（
Ｅ
Ｅ
Ｅ
）
は
、
交
流
１
０

０
０
ボ
ル
ト
、
直
流
１
５
０

０
ボ
ル
ト
を
超
え
な
い
定
格

電
圧
で
使
用
す
る
よ
う
に
設

計
さ
れ
た
機
器
の
こ
と
を
指

す
。
「
そ
の
他
の
電
気
電
子

機
器
」
と
し
て
新
た
に
カ
テ

ゴ
リ
ー
１１
が
設
定
さ
れ
た
こ

と
で
、
対
象
範
囲
に
包
装
機

械
も
加
わ
る
。

適
用
除
外
に
つ
い
て
は
、

改
正R

o
H
S

指
令
の
第
２
条

４
項
に
大
型
固
定
式
産
業
用

工
具
（t

o
o
l

）
、
大
型
固
定

式
設
置
物
（i

n
s
t
a
l
l
a
t

i
o
n

）
は
適
用
し
な
い
と
記

載
さ
れ
て
い
る
。Ro

H
S
2
F

A
Q

（
２
０
１
２
年
６
月
１６
日

公
開
の
改
正R

o
H
S

指
令
ド

ラ
フ
ト
Ｆ
Ａ
Ｑ
）
に
よ
る
と

◆
工
具
（t

o
o
l

）

①
特
定
の
用
途
の
た
め
に

共
に
機
能
す
る
機
械
、
設
備
、

お
よ
び
ま
た
は
構
成
品
の
集

合
体
②
一
定
の
場
所
で
専
門

家
に
よ
っ
て
永
続
的
に
据
え

付
け
、
撤
去
さ
れ
る
③
製
造

工
場
ま
た
は
研
究
開
発
施
設

に
お
い
て
、
専
門
家
に
よ
っ

て
使
用
さ
れ
保
守
さ
れ
る
④

大
型
で
あ
る
こ
と
�
	
を
す

べ
て
満
足
す
れ
ば
適
用
除
外

と
な
る
。

◆
設
置
物
（i

n
s
t
a
l
l
a
t

i
o
n

）
①
い
く
つ
か
の
タ
イ
プ
の

機
器
お
よ
び
該
当
す
る
場
合

に
は
そ
の
他
の
装
置
と
の
組

み
合
わ
せ
②
専
門
家
に
よ
っ

て
組
み
立
て
ら
れ
、
据
え
付

け
ら
れ
、
撤
去
さ
れ
る
③
あ

ら
か
じ
め
決
め
ら
れ
専
用
化

さ
れ
た
場
所
に
お
い
て
永
続

的
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
意

図
さ
れ
る
④
大
型
で
あ
る
こ

と
�
	
を
す
べ
て
満
足
す
れ

ば
適
用
除
外
。

◆
大
型
固
定
設
置
物
（
適
用

除
外
の
恩
恵
を
得
ら
れ
る
も

の
）
の
例
と
し
て

①
ロ
ボ
ッ
ト
や
工
作
機
械

（
産
業
、
食
品
、
印
刷
媒
体
、

そ
の
他
用
）
を
含
む
生
産
・

加
工
ラ
イ
ン
②
コ
ン
ベ
ヤ
ー

搬
送
シ
ス
テ
ム
�
	
な
ど
も

記
載
さ
れ
て
い
る
。

日
本
包
装
機
械
工
業
会
（
日
包
工
）
の
生
田
芳
規
会
長
（
フ
ジ
キ
カ
イ
代
表
取
締
役
社
長
）
が
１１
月
１０
日
、
心

不
全
の
た
め
死
去
し
た
。
６４
歳
。
通
夜
は
同
月
１３
日
午
後
６
時
か
ら
、
告
別
式
は
１４
日
午
後
１
時
か
ら
、
名
古
屋

市
千
種
区
の
覚
王
山
日
泰
寺
普
門
閣
で
し
め
や
か
に
執
り
行
わ
れ
た
。
喪
主
は
、
長
男
で
フ
ジ
キ
カ
イ
代
表
取
締

役
専
務
の
生
田
涌
希
氏
。

生
田
会
長
は
、
慶
応
大
学

卒
業
後
、
昭
和
４９
年
（
１
９

７
４
年
）
に
富
士
機
械
製
作

所
（
現
フ
ジ
キ
カ
イ
）
に
入

社
。
同
５６
年
（
１
９
８
１
年
）

に
取
締
役
、
同
６１
年
（
１
９

８
６
年
）
専
務
取
締
役
、
平

成
元
年
（
１
９
８
９
年
）
代

表
取
締
役
専
務
を
経
て
、
同

６
年
（
１
９
９
４
年
）
に
代
表

取
締
役
社
長
に
就
任
し
た
。

日
包
工
で
は
、
平
成
８
年

（
１
９
９
６
年
）
に
理
事
、

同
１０
年
（
１
９
９
８
年
）
常

任
理
事
、
同
１６
年
（
２
０
０

４
年
）
副
会
長
、
そ
し
て
同

２２
年
（
２
０
１
０
年
）
５
月
に

第
４
代
会
長
に
就
任
し
た
。

ま
た
、
平
成
８
年
か
ら
中

部
包
装
食
品
機
械
協
同
組
合

（
現
中
部
包
装
食
品
機
械
工

業
会
）
の
理
事
長
（
現
会
長
）

を
務
め
、
日
包
工
会
長
就
任

後
は
、
�
３
足
の
わ
ら
じ
�

を
履
い
て
包
装
機
械
業
界
の

発
展
に
尽
力
し
て
き
た
。

６
０
４
年
、
聖
徳
太
子
は

天
皇
中
心
の
新
し
い
国
づ
く

り
を
目
指
し
十
七
条
の
憲
法

を
制
定
し
た
。
わ
が
国
初
の

成
文
法
と
さ
れ
る
も
の
で
、

憲
法
と
い
う
よ
り
は
、
官
人

は
「
こ
う
あ
る
べ
き
」
と
の

心
得
を
説
い
た
道
徳
的
訓
戒

に
近
い
。
▼
中
で
も
最
も
大

切
に
し
た
思
想
が
、
第
一
条

に
掲
げ
た
「
和
を
以
（
も
）
っ

て
貴
（
た
っ
と
）
し
と
為
す
」

で
あ
る
。
争
い
事
は
避
け
、

み
ん
な
で
和
ら
ぎ
睦
ま
じ
く

話
し
合
い
、
仲
良
く
す
る
の

が
一
番
大
事
だ
と
す
る
考
え

だ
。
意
見
や
人
種
が
違
え
ど

も
、
共
に
論
じ
、
検
討
を
重
ね

て
ゆ
く
な
ら
ば
、
そ
の
結
論

は
道
理
に
適
う
と
教
え
て
い

る
。
▼
こ
う
し
た
日
本
独
自

の
風
土
の
中
で
育
ま
れ
た
和

食
が
先
ご
ろ
、
国
連
教
育
科

学
文
化
機
関
（
ユ
ネ
ス
コ
）
の

無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ

た
。
一
汁
三
菜
を
基
本
と
す

る
栄
養
バ
ラ
ン
ス
に
優
れ
た

健
康
的
な
食
生
活
や
、
多
様

な
食
材
と
持
ち
味
を
尊
重
し

た
四
季
の
表
現
、
正
月
や
ひ

な
祭
り
な
ど
の
年
中
行
事
と

の
密
接
な
関
連
な
ど
が
評
価

を
得
た
。
▼
一
方
で
、
和
食

離
れ
が
深
刻
化
し
て
い
る
。

総
務
省
に
よ
る
と
、
２
０
１

１
年
の
一
世
帯
当
た
り
の
コ

メ
の
消
費
額
が
、
パ
ン
に
追

い
越
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
っ

た
。
作
る
の
に
時
間
の
か
か

る
コ
メ
よ
り
も
手
早
く
食
べ

ら
れ
る
パ
ン
が
好
ま
れ
て
い

る
と
い
う
。
和
食
の
基
本
調

味
料
「
さ
し
す
せ
そ
」
の
意
味

を
知
ら
な
い
お
母
さ
ん
も
増

え
て
い
る
と
聞
く
。
今
回
の

登
録
が
和
食
離
れ
の
歯
止
め

と
な
れ
ば
い
い
の
だ
が
…
。

Ｋ
ｉ
ｎ
ｋ
ｉ

ｋ
ｉ
ｄ
ｓ

の
『
硝
子
の
少
年
』
を
一
緒

に
歌
わ
せ
て
い
た
だ
い
た
光

景
が
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
さ

れ
ま
す
。
昭
和
５６
年
（
１
９

８
１
年
）
の
日
本
包
装
機
械

工
業
会
青
年
部
会
設
立
準
備

委
員
会
の
時
、
最
初
に
お
会

い
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
記

憶
し
て
お
り
ま
す
。
セ
ミ
ナ

ー
や
勉
強
会
、
工
場
見
学
、
海

外
視
察
、
も
ち
ろ
ん
飲
み
会

と
盛
り
だ
く
さ
ん
の
青
年
部

会
で
親
し
く
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
あ
る
時
カ
ラ
オ

ケ
で
こ
の
歌
を
リ
ク
エ
ス
ト

し
た
と
こ
ろ
、
一
緒
に
歌
お

う
と
誘
わ
れ
て
デ
ュ
エ
ッ
ト

し
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
、
し
ば

ら
く
の
間
、
生
田
さ
ん
と
私

の
定
番
曲
と
な
り
ま
し
た
。

ジ
ャ
パ
ン
パ
ッ
ク
の
実
行

委
員
会
で
も
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
２０
年
位
前
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
が
、
生
田
さ
ん

が
実
行
委
員
長
に
な
ら
れ
た

時
に
、
名
古
屋
の
キ
ャ
ッ
ス

ル
ホ
テ
ル
の
お
城
側
の
レ
ス

ト
ラ
ン
で
食
事
を
ご
一
緒
い

た
し
ま
し
た
。
当
時
は
今
ほ

ど
赤
ワ
イ
ン
が
ブ
ー
ム
で
は

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
赤
ワ

イ
ン
を
颯
爽
（
さ
っ
そ
う
）

と
カ
ッ
コ
よ
く
飲
ま
れ
て
お

り
、
そ
の
姿
に
憧
れ
て
私
も

赤
ワ
イ
ン
を
飲
む
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

生
田
さ
ん
は
い
つ
も
私
の

前
を
歩
か
れ
て
い
た
方
で

す
。
青
年
部
会
、
実
行
委
員

会
、
理
事
、
常
任
理
事
、
社

長
業
、
憧
れ
の
先
輩
で
し
た
。

世
の
中
が
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ん

て
言
う
ず
い
ぶ
ん
と
前
か
ら

積
極
的
に
海
外
展
開
も
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

日
本
包
装
機
械
工
業
会
会

長
に
な
ら
れ
て
し
ば
ら
く
経

っ
た
頃
、
か
な
り
お
痩
せ
に

な
っ
て
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
し
過

ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
と
笑
っ

て
ら
し
た
の
を
思
い
出
し
ま

す
。
そ
れ
以
前
は
か
な
り
体

格
が
よ
か
っ
た
の
で
、
体
重

が
戻
る
と
思
っ
て
お
り
ま
し

た
。最

後
に
お
会
い
し
た
の

は
、
７
月
で
し
た
が
、
顔
色

が
優
れ
ず
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ

た
こ
と
を
記
憶
し
て
お
り
ま

す
。
そ
の
後
の
理
事
会
と
中

部
包
装
食
品
機
械
工
業
会
４０

周
年
記
念
式
典
を
ご
欠
席
さ

れ
ま
し
た
が
、
ジ
ャ
パ
ン
パ

ッ
ク
で
お
会
い
で
き
る
と
信

じ
て
お
り
ま
し
た
。
体
調
を

崩
さ
れ
て
い
る
と
は
聞
い
て

お
り
ま
し
た
が
、
ま
さ
か
こ

の
よ
う
な
訃
報
に
接
す
る
こ

と
に
な
る
と
は
た
だ
た
だ
驚

く
ば
か
り
で
す
。

ご
家
族
の
事
、
会
社
の
事
、

日
本
包
装
機
械
工
業
会
の

事
、
中
部
包
装
食
品
機
械
工

業
会
の
事
、
さ
ぞ
や
心
残
り

で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

生
田
様
の
そ
の
偉
業
に
対

し
、
心
か
ら
尊
敬
と
感
謝
を

捧
げ
、
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

故
生
田
芳
規
氏
と
私
た
ち

日
本
包
装
機
械
工
業
会
の
メ

ン
バ
ー
は
、
業
界
人
と
し
て

事
業
家
と
し
て
、
ま
た
友
人

と
し
て
共
に
生
き
共
に
戦
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

「
経
営
者
は
決
し
て
苦
し

い

顔

を

し

て

は

い

け

な

い
」
、
リ
ー
ダ
ー
は
「
逞
し

さ
」
が
必
須
要
件
で
あ
る
と

い
う
帝
王
学
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
２
年
間
、
確
か
に
体

調
を
崩
さ
れ
た
の
か
な
と
い

う
気
が
か
り
な
と
こ
ろ
は
あ

り
ま
し
た
が
、
故
生
田
芳
規

氏
の
生
き
様
は
、
ま
さ
に
帝

王
学
そ
の
も
の
で
あ
り
、
私

ど
も
に
強
烈
な
感
動
が
あ
り

ま
し
た
。

私
た
ち
幹
部
の
誰
よ
り
も

大
き
な
声
、
誰
よ
り
も
的
確

な
政
策
展
開
、
誰
よ
り
も
大

き
な
笑
顔
、
わ
れ
わ
れ
が
身

震
い
し
て
し
ま
う
ほ
ど
逞
し

く
生
き
る
こ
と
へ
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
パ
ワ
ー
、
そ
れ
ら
す

べ
て
が
故
生
田
芳
規
氏
そ
の

も
の
で
し
た
。
人
そ
れ
ぞ
れ

の
運
命
が
違
う
と
て
、
１
日

１
日
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
て
大

切
に
生
き
る
オ
ー
ラ
で
あ

り
、
わ
れ
わ
れ
へ
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
で
あ
り
、
逞
し
く
生
き

る
こ
と
の
「
尊
さ
」
で
す
。

故
生
田
芳
規
氏
の
魂
は
こ

れ
か
ら
も
私
た
ち
の
中
に
あ

り
ま
す
。

と
て
も
悲
し
い
で
す
。

こ
の
度
、
日
本
包
装
機
械

工
業
会
の
生
田
芳
規
会
長
が

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
生
前
の

ご
厚
誼
に
深
謝
し
、
謹
ん
で

哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

１１
月
１１
日
、
訃
報
は
大
森

機
械
工
業
の
大
森
Ｃ
Ｅ
Ｏ
か

ら
の
お
電
話
で
知
り
ま
し
た
。

大
森
様
に
よ
る
と
、
葬
儀

・
告
別
式
は
１４
日
と
の
こ

と
。
あ
い
に
く
小
生
は
１２
日

か
ら
海
外
出
張
の
予
定
が
入

っ
て
お
り
、
残
念
な
が
ら
参

列
す
る
こ
と
は
叶
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
日
本
の
包
装
機
械

業
界
に
と
っ
て
大
き
な
柱
が

な
く
な
っ
た
よ
う
で
残
念
で

な
り
ま
せ
ん
。

生
田
会
長
と
の
最
初
の
出

会
い
は
工
業
会
青
年
部
会
と

記
憶
し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ

以
来
、
３０
年
以
上
の
お
付
き

合
い
と
な
り
ま
す
。
決
し
て

深
い
お
付
き
合
い
と
は
言
え

ま
せ
ん
が
、
生
田
会
長
の
飾

ら
な
い
お
人
柄
に
魅
せ
ら
れ

て
、
ず
っ
と
敬
愛
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

一
緒
に
ゴ
ル
フ
を
し
た

り
、
お
酒
を
飲
ん
だ
り
と
ア

フ
タ
ー
フ
ァ
イ
ブ
的
な
思
い

出
が
少
な
い
の
で
す
が
、
名

古
屋
で
は
ワ
イ
ン
を
ご
馳
走

に
な
り
、
お
送
り
い
た
だ
い

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
会
長

は
ゴ
ル
フ
を
さ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
お
酒
は
嫌
い
な
方

で
は
な
か
っ
た
か
と
存
じ
ま

す
。
小
生
と
同
じ
よ
う
に
お

思
い
の
方
も
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

小
生
の
父
が
存
命
中
に
、

父
か
ら
こ
ん
な
話
を
聞
き
ま

し
た
。
「
生
田
さ
ん
の
お
父

さ
ん
は
、
交
通
事
故
で
重
傷

を
負
わ
れ
、
度
重
な
る
手
術

に
よ
り
復
帰
さ
れ
た
も
の

の
、
後
遺
症
に
悩
ま
さ
れ
苦

し
ま
れ
た
」
と
の
こ
と
。
包
装

会
館
の
理
事
会
へ
徒
歩
で
来

ら
れ
る
、
総
会
等
で
バ
ス
に

乗
ら
れ
て
も
中
央
部
の
席
に

座
ら
れ
る
、「
実
に
慎
重
な
方

だ
な
」
と
思
っ
て
お
り
ま
し

た
が
、
父
の
話
を
聞
き
、
理
解

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
の
１
月
に
は
日
本
自

働
精
機
の
田
中
社
長
、
そ
し

て
生
田
会
長
と
相
次
ぐ
訃
報

に
接
し
、
良
き
友
、
良
き
先

輩
と
二
度
と
会
え
な
い
と
思

う
と
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

改
め
て
生
田
芳
規
会
長
の
ご

冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

こ
の
度
の
生
田
芳
規
会
長

の
ご
逝
去
に
接
し
、
故
人
の

ご
冥
福
を
喪
心
よ
り
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

ご
遺
族
、
ご
関
係
者
の
皆

さ
ま
に
も
心
か
ら
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。

故
生
田
会
長
は
、
１
９
９

０
年
代
初
め
の
バ
ブ
ル
経
済

崩
壊
後
、
そ
し
て
１
９
９
５

年
の
阪
神
淡
路
大
震
災
後
の

日
本
列
島
総
不
況
の
時
代
か

ら
日
本
包
装
機
械
工
業
会
の

理
事
・
常
任
理
事
と
中
部
支

部
の
副
支
部
長
・
支
部
長
を

歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

わ
が
国
包
装
機
械
産
業
は

２
０
０
９
年
（
平
成
２１
年
）
、

６
年
ぶ
り
に
生
産
額
４
０
０

０
億
円
台
を
割
り
込
む
な
ど

低
成
長
時
代
が
続
い
て
い
ま

す
。
生
田
氏
は
平
成
２２
年
に

第
４
代
会
長
に
就
任
し
、
翌

２３
年
３
月
１１
日
に
発
生
し
た

東
日
本
大
震
災
と
、
そ
の
後

の
復
旧
・
復
興
と
い
う
厳
し

い
環
境
に
対
処
し
て
き
ま
し

た
。
当
包
装
機
械
工
業
会
は

同
２４
年
４
月
１
日
付
で
一
般

社
団
法
人
に
移
行
し
、
こ
れ

を
機
に
公
益
活
動
を
含
む
団

体
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト

を
切
り
始
め
ま
し
た
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
業

界
に
お
い
て
卓
越
し
た
見
識

と
数
多
く
の
ご
経
験
に
裏
打

ち
さ
れ
た
豊
か
な
実
績
を
お

持
ち
に
な
る
生
田
会
長
の
ご

活
躍
に
期
待
し
て
お
り
ま
し

た
。
真
摯
か
つ
温
情
あ
ふ
れ

る
お
人
柄
の
会
長
と
し
て
、

さ
ら
に
業
界
を
リ
ー
ド
し
て

い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
時
期
に
急
逝
さ
れ
た
こ
と

は
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
は
故
人
の
当
工

業
会
へ
の
遺
志
を
受
け
継

ぎ
、
よ
り
一
層
発
展
さ
せ
る

こ
と
を
お
誓
い
申
し
上
げ
、

深
い
感
謝
の
意
を
表
し
ま

す
。

合
掌

冬の節電要請スタート
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●１９４８年１２月１７日生まれ。愛知県名古屋市出身、

６４歳。

●
年、慶應義塾大学法学部政治学科卒。

●�年、富士機械製作所（現フジキカイ）入社。

●�年、フジキカイ代表取締役社長に就任。

●�年、日本包装機械工業会 理事。

同年、中部包装食品機械協同組合（現中部包

装食品機械工業会）理事長（現会長）に就任。

●�年、日本包装機械工業会 常任理事。	年、

同副会長。

●�年、日本包装機械工業会 会長に就任。

●その他
年から日本包装技術協会の理事を務

めるなど、多数の関連団体で要職に名を連ね

ている。

●学生時代は高校・大学とも応援団に所属。

イシダ、日新電子工業を

買収

２０１９年のガラス包装市場、

５９９億４０００万㌦に

米国包装機械市場リポート

包装・荷造機械の安全基準

�２０１３

第５３４号

２
団
体
会
長
、自
社
社
長
と

�
３
足
の
わ
ら
じ
�で
貢
献

日
本
包
装
機
械
工
業
会

（昭和４５年３月５日第三種郵便物認可）

副
会
長

川
西

勝
三

日
本
包
装
機
械
工
業
会

会
長

大
森

利
夫

日
本
包
装
機
械
工
業
会

副
会
長

佐
久
間

強

平成２４年の賀詞交歓会で

あいさつする生田会長

日
本
包
装
機
械
工
業
会

副
会
長

亀
田

稔

日包工

第

５

代

会

長

に

大
森
副
会
長
が
就
任

２０１３年１２月１５日（日曜日）
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指
令
の
適
用
除
外
勉
強
会

�
年
か
ら
包
装
機
械
も
対
象
に

電機・電
子４団体

（１）

生生田田会会長長がが死死去去

おお
悔悔
やや
みみ


